
 

中国ビジネスで知っておきたい 

紛争解決手段としての仲裁実務 
 

～紛争解決手段としての訴訟と仲裁の比較、日中間ビジネス契約における仲裁 

の重要性…等、中国での紛争解決の基本と具体的なケースを踏まえて徹底解説～ 

法務部門もしくは国際部門等に所属され、中国ビジネスの紛争解決の実務についてご関心のある方 

３２，４００円（本体価格 ３０，０００円） 

３５，６４０円（本体価格 ３３，０００円） 

中倫律師事務所   東京オフィス パートナー弁護士   孫  彦  氏 

●日 時●２０１９年 ６月３日（月） １３：３０～１７：００ 
 

●会 場●企業研究会セミナールーム（東京･麹町） 

 

中国ビジネスで知っておきたい紛争解決手段としての仲裁実務191185-0303 

（税込み、資料代含む） 

●ご参加頂きたい方● 

【講師紹介】孫 彦（そん げん）氏 

2006 年北京大学大学院卒業、2013 年～2014 年ワシントン大学ロースクール客員研究員。日本の大手法

律事務所にて 10 年以上の実務経験を積み、2018 年 11 月から中倫外国法事務弁護士事務所（中倫法律事

務所東京オフィス）のパートナー就任。M&A、外商投資企業の破産・清算、中国現地法人の不祥事対応や危

機管理、コーポレートガバナンス等、企業法務全般を取り扱っている。2007 年から独立行政法人中小企業

基盤整備機構国際化支援アドバイザー／海外販路開拓支援アドバイザー。 

【主な著書・論文】「中国ビジネス法務の基本がよ～くわかる本」（秀和システム、2012 年 3 月 15 日、共

著）、法務雑誌「国際商事法務」、「NBL」等に中国の企業再編、紛争解決等に関する数多くの論文を発表し

ている。 

●開催要領● 

講 師 紹 介 

  

TEL:03-5215-3511（代） 

MFPR 麹町ビル 2F 
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【開催にあたって】 
中国でビジネスを行う日本企業が、中国企業との国境を跨ぐ紛争や、中国進出

後に中国企業との中国国内での紛争に巻き込まれるケースが増えています。この

ため、中国ビジネスを行っている多くの日本企業にとって、中国ビジネスでの紛

争解決に用いられる仲裁を知ることは、極めて重要となっています。 

そこで、本セミナーでは、中国での紛争解決の基本を踏まえて、実務上、悩ま

しい問題点を中心に、具体的な事例を交えて分かり易く解説します。  
 
１．なぜ仲裁なのか  

（１）紛争解決手段としての訴訟と仲裁の比較  

（２）日中間ビジネス契約における仲裁の重要性  

  

２．中国での仲裁の利用法 

（１）日中間で利用される仲裁機関の紹介 

（２）中国国内での仲裁機関の選択 

 

３．仲裁合意 

（１）仲裁の分類 

（２）案件の受理範囲 

（３）仲裁合意の効力 

（４）仲裁機関と準拠法 

 

４．基本的な仲裁手続の流れ  

（１）仲裁手続の流れと仲裁費用  

（２）管轄異議  

（３）仲裁人の選任  

（４）保全措置  

 

５．中国における仲裁判断の承認・執行  

（１）外国仲裁判断と国内仲裁判断との違い  

（２）仲裁判断の承認・執行の要件  

 

６．中国における責任財産の調査方法  

（１） 執行難 
（２） 当事者の自力による調査  
（３）人民法院による調査  

 

講 師 中倫律師事務所 東京オフィス パートナー弁護士  孫  彦 氏 

 

 


